
 

 

九州体育・保健体育ネットワーク研究会 

 令和４年２月１８日(土)   

「急遽，開催します！」の御案内であったにも関わらず，全国各地の小，中，高等学校，高等
専門学校，大学関係者（先生，学生さん），そして行政関係者と，多種多様な立場にいらっしゃ
る31名の参加者の皆さまと「ＩＣＴをいかに有効に体育・保健体育の授業に取り入れていくか」
をテーマに研修を行いました。 
地域によって整備状況には差があるものの，子供たちの資質・能力の育成のために有効にICT

をどう活用していくか，「みんなで考え，作ってやってみよう！」と，体験型の研修を試みまし

た。「子供たちのためにわたしたちに何ができるか」を常に模索しチャレンジすること，ネット
ワーク，横のつながりによる情報共有で学びが深まることなど大切なことに気付き，大変充実し
た時間となりました。 

 

【第１部：話題提供】 

「１人１台のＩＣＴ端末を活用した体育・保健体育授業の在り方について」と題して，高橋先
生から話題提供をいただきました。これからの教育に求められる先進技術の効果的な活用の在り
方や，ＧＩＧＡスクール構想の実現に向け授業をどのように改善していくか等，ＩＣＴに係る教
育の動向を分かりやすく説いてくださいました。  
また，２月１１日（金）に開催された「児童生徒の１人１台のＩＣＴ端末を活用した体育・保

健体育授業の事例集作成委員会成果報告会」での報告事例について，紹介していただきました。
参加者の先生方の中には，日々の授業の中で様々に活用を試みておられる方もあり，各々の実践
の具体を交流する場にもなりました。 
作成した授業動画やワークシートを情報共有できるようなシステムができれば，授業内容の充

実と教師の指導の効率化の両面が，機能していくのではないかといった意見も出されていました。 
（最後に登場した「もみ爺」は広島県民にはあまり馴染みがなくてごめんなさい・・） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島もみじまんじゅうラウンド報告書 

具体的な事例とセットで考えることができ，イメージが持てた

という感想がありました！各々が行っている実際の活用事例に

ついても紹介がありました。 



【第２部：ワークショップ「指導と評価の一体化とICTの活用について考えよう！」】 

ワークショップでは，中学校第１・２学年「陸上競技」を事例として取り上げ，「フェアなプ

レイを守ろうとすること」を見取っていくために，学習支援ソフトを活用しながら，グループで
協議しました。 
初めに佐藤先生から，単元構造図（例）をもとに，授業内容や「フェアなプレイを守ろうとす

る」ことについての概念知，個別の知識，関連する教材等，授業のポイントについて説明してい
ただきました。 

 
 
 
 
そして，授業場面で取り上げた時に，「何をどう問うていけばよいのか」に関してグループで

知恵を出し合い，実際にフォームを作成したり，生徒になりきり，フォームに回答したりするな
ど，授業場面を想定した演習を行いました。フォームが完成したグループは，記述内容を質的に

分析するための「テキストマイニング」などの手法を用いて，内容の傾向を調べたり，回答の中
の頻出語を調べたりなど，もう一歩踏み込んだ分析にもチャレンジしました。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
「『何を指導し，評価するのか』，ゴールの姿を明確にしておくことが大事である。これはこ

れまでも大切にしてきたことであるし，これからも大切にする。ＩＣＴを活用していくことでよ
り，生徒の学びの状況が視覚化でき，実態が把握できる。１人1人の学びを確かものにしていく
ための支援も可能になる。まずは，できることからチャレンジしたい・・・。」参加者の方から
の感想です。 
子供たちの資質・能力を育成するために，いかにＩＣＴを活用するか。意図を明確にして，使

い方を工夫し，子供たちの確かな学びにつなげていけるよう，授業を構想していくことの必要性

を感じました。もっといろんなことにチャレンジしたいと，自分自身の学びを深めていくことに
も火がつきました。 皆さま、ありがとうございました！        （文責：清田） 

単元の何時間目に，どういった学習場面で

活動内容を位置付けていくのか，明確にし

ておくことが大切！ 

学習指導要領解説を確認し，「なぜルールを守ること

が大切なのか（意義・意味）」「何を守るのか（具体

知）」どうした教材を使って教えるのかセットします。 

話し合いをしながら文言を打ち込みなが

ら，生徒用の回答フォームを作成していき

ました。 

学習支援ソフトを有効に活用するれば，即

座に生徒の反応が把握でき，支援が必要な

生徒への指導につなげることができます。 


